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「男女共同参画行動計画」進捗状況調査の主な変更点 

 

１ 調査対象 

従来の方法 新しい方法 

目標、課題、取組、計画事業の４階層を対象 取組項目、計画事業（細事業がある場合は細事業）の２階層を対象 

 ※細事業…計画事業を単数または複数で構成する単位。 

 

２ 調査方法 

 （1）事業について 

従来の方法 新しい方法 

○対象 

 全 73事業（90細事業） 

○実施時期 

 毎年度実施 

○取組状況の確認 

 ①当該年度の「計画値」、「実績値」を記載するほか、前年度の「実

績値」と翌年度の「計画値」の４項目を記載。 

 ②「計画値」に対する「実績値」の達成状況から、以下の基準に

より、事業担当課が５段階評価を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③当該年度の「取組」と「評価理由」を文章で記載。 

評価指数 評価基準 

５ 十分に達成できた（100％以上） 

４ ほぼ達成できた（80％～99％） 

３ ある程度達成できた（60％～79％） 

２ あまり達成できなかった（40％～59％） 

１ 
達成できなかった（39％以下）（事業を実

施できなかった等） 

○対象 

 全 57事業（73細事業） 

○実施時期 

 毎年度実施 

○取組状況の確認 

 ①当該年度の「計画値」、「実績値」を記載するほか、前年度の「計

画値」、「実績値」と翌年度の「計画値」の５項目を記載。 

 ②「計画値」に対する「実績値」の達成状況に基づく、５段階評

価は実施しない 

 ③当該年度の「成果と課題・分析」を記載するとともに、翌年度

に向けた「事業の方向性・改善策」という新たな項目を設け、

翌年度以降の計画値達成に向けた確認等を、事業担当課が行

う。 

 

※令和６年度、９年度、12年度分について 

 ・上記年度には、上位である取組項目の評価を行うことを踏まえ、

毎年の点検・評価に加え、過去３年間の取組の振り返りも行う。 

 

（2）取組項目等について 

従来の方法 新しい方法 

○対象 

 ・階層毎に、目標（４目標）、課題（10 課題）、取組（22 取組）

で評価を実施。 

○実施時期 

 毎年度実施 

○実施方法 

 ・事業担当課が各事業について行った５段階評価の合計点を平均

化し、目標、課題、取組それぞれの各段階で、以下の評価基準

に基づき、男女共同参画担当が評価を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価指数 評価基準 

Ｓ 達成している（100％） 

Ａ ほぼ達成している（80％～99％） 

Ｂ ある程度達成している（60％～79％） 

Ｃ あまり達成していない（40％～59％） 

Ｄ 達成していない（39％以下） 

○対象 

 ・取組項目（17取組項目）についてのみ実施 

 

○実施時期 

 ・目標値を、令和６年度、９年度、12年度分の３年毎に設定して

おり、同時期に実施する「男女共同参画に関する意識と生活実

態調査」に合わせて、評価・点検を実施。 

○実施方法 

・評価担当課は、取組項目の全体の事業を踏まえて３年間の振り

返りを行い、「成果と課題・分析」を記載するとともに、社会情

勢の変化等を考慮しつつ「取組項目の今後の方向性・改善策」

を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 


